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　いつも元気に日常生活自立支援事業の利用者宅や事業所を訪問していただいてい
る生活支援員のみなさんです。
　認知症や知的障がい、精神障がいなどの影響で日常生活を送る上で判断能力に不
安のある方々をサポートすることが生活支援員の仕事です。住み慣れた地域でいつ
までも生活していけるように生活費の出し入れ、福祉サービスの利用料や公共料金
の支払い代行などのお手伝いしてくれています。また、ご自宅に訪問した際には、
利用者のお話を伺い、生活上の不安を相談できる強い味方でもあります。

　いつも元気に日常生活自立支援事業の利用者宅や事業所を訪問していただいてい
る生活支援員のみなさんです。
　認知症や知的障がい、精神障がいなどの影響で日常生活を送る上で判断能力に不
安のある方々をサポートすることが生活支援員の仕事です。住み慣れた地域でいつ
までも生活していけるように生活費の出し入れ、福祉サービスの利用料や公共料金
の支払い代行などのお手伝いしてくれています。また、ご自宅に訪問した際には、
利用者のお話を伺い、生活上の不安を相談できる強い味方でもあります。



2

令和３年度　事業報告・決算報告
　令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により様々な活動に制約が生じ、予定していた事業の縮小や
中止等を余儀なくされた年でした。その中において「地域共生社会の実現」に向けて住民主体による支えあいの
仕組みづくりや住民ボランティアの育成を実施してきました。また、生活困窮者の支援にも力を注いだところで
す。

Ⅰ．法人部門　　
　理事会、評議員会を計画的に開催し、社会福祉協議会の適正運営に努めました。コロナ禍による施設の閉鎖等
により児童クラブの利用者数や施設の貸館数の減少がありましたが、感染予防を徹底し衛生管理に努め事業を実
施しました。

Ⅱ．地域支援部門
　地域共生社会の実現に向けて、重層的支援体制整備事業（移行準備事業）を日向市より受託し、相談支援事業
所が抱える困難なケースや制度の狭間で支援の手の届いていないケース等を対象に関係機関や地域関係者と連携、
協働しながら対応しました。
　生活支援体制構築推進事業や福祉教育等の既存の事業についても継続して推進を行い、地域福祉活動実践を広
げています。

Ⅲ．自立支援部門　　
　生活困窮者自立支援法の施行を受けて平成26年12月より「日向市生活相談・支援センター心から」を設置し
生活困窮者等の相談支援を行っています。相談によっては生活福祉資金の貸付やたすけあい資金の貸し付けを行
いました。また、認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者などで日常生活の判断に不安のある方に対して、
日常生活自立支援事業、法人後見体制整備事業で支援を行いました。

Ⅳ．在宅支援部門　　
　介護保険・障がい福祉サービスの本所と東郷支所の業務を東郷支所に統合し経営改善を図りました。訪問介護、
配食サービス共にコロナ禍による利用件数の減少等ありましたが、感染予防を徹底し、利用者の在宅での生活を
支えることに努めました。

（収入額）３６０，４６６，４１４円―（支出額）３５８，５８７，０８３＝１，８７９,３３１円

科     目 金　額（円） 構 成 比
（％）

前年度比
（％）
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31,770,896

10,960,218

68,890,169

20,800,276

360,466,414

16.8

46.5

8.8

3.0
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拠 点 区 分 金　額（円） 構 成 比
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収入内訳 支出内訳

補助・助成金
60,441,760円

16.8％
その他の収入
68,890,169円

19.1％

繰入金
20,800,276円

5.8％

会費・寄付金
10,960,218円

3.0％

委託金
167,603,095円

46.5％

収入合計
３６０，４６６，４１４円

法人運営
118,363,623円
　　33.0％

施設管理
90,518,390円

25.2％

地域支援
48,769,397円

13.6％

自立支援
40,009,614円

11.2％

在宅支援
28,906,430円

8.1％

東郷支所
32,019,629円

8.9％

支出合計
３５８，５８７，０８３円

介護・障がい事業
31,770,896円

8.8％
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　赤い羽根共同募金運動は、戦後間もない昭和２２（１９４７）年に、市民が主体の民間運動として始まりまし
た（今年で７６年目を迎えます）。戦後復興の一助として始まったこの運動は、社会情勢が変化する中、誰も
が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を
応援する「じぶんの町をよくするしくみ」として取り組んでいます。
　日向市共同募金委員会では、宮崎県共同募金会の事業計画を基本にしながら、区長公民館長連合会をはじめ、
民生委員児童委員協議会、ボランティア団体等や関係機関と連携をして、広報・啓発活動に努め、以下のとお
り、来年度に必要な福祉事業費を算出し、今年度の目標額としています。
　今年も厚生労働大臣の告示を受け、全国一斉に１０月から活動が始まります。コロナ禍ですが「三密」を避
け、対人距離の確保や衛生管理等に留意し、適切なコミュニケーション手段を用いて活動していきます。みな
さまの募金をよろしくお願いいたします。

・区長公民館長連合会のご協力による　　★戸別募金の目標額★　　３，２００，０００円
・市内のイベントや店舗前での　　　　　★街頭募金の目標額★　　　　６００，０００円
・民生委員児童委員のご協力のもと市内の
　企業や商店からいただく　　　　　　　★法人募金の目標額★　　１，６００，０００円
・小中学校の児童・生徒のご協力による　★学校募金の目標額★　　　　１５０，０００円
・社会福祉施設職員のご協力による　　　★職域募金の目標額★　　　　８００，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★その他の募金★　　　 　　  　５９，０００円

赤い羽根共同募金がはじまります！

　　　　　　　   令和４年度の目標募金額は　６，４０９，０００円です

〇募金期間〇
令和４年１０月１日(土) ～ 令和５年３月３１日(金)

〈令和５年度に日向市で必要な福祉活動費　 ４，３２６，０００円（A）〉

〈県全体で使われる募金　 ２，０８３，０００円（B）〉　 運動費・各種県域助成

（A）＋（B）＝６,４０９,０００円（令和４年度　目標募金額）

 　【問合せ先】　 宮崎県共同募金会日向市共同募金委員会　　　〔日向市社協事務局内〕　　担当 ： 河野・田村

高齢者福祉活動費

障がい児者福祉活動費

児童・青少年福祉活動費

住民全般福祉活動費

※目標額は事務局案です。
　９月下旬に開催する共同
　募金運営委員会で決定し
　ます。

区　　分 内　　容 福祉事業費

130,000円

760,000円

290,000円

3,146,000円

介護保険制度などを使わずに、在宅生活において家族介護されている方
たちの団体や高齢者クラブ連合会の活動に活動費助成を実施。(２団体) 

障がい者団体やその家族の会などの活動や、地域住民との交流活動を
支援するための活動費助成を実施。(６団体)

市保育協議会で企画・実施されるイベント費用の助成や、県北里親の会
・日向市母子寡婦福祉連絡協議会への活動費助成を実施。(３団体)

日向市区長公民館長連合会や日向市民生委員児童委員協議会などの、
地域を基盤として活動する団体への活動費助成や、ボランティア団体・
地域福祉推進を担う団体への活動費助成を実施。(１４団体ほか災害
援助活動)  



44

　日向市では「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指し、医療・介護・予防・住まい、生活支援が
一体的に提供される地域包括ケアシステム構築の実現に向け、多方面から様々な活動に取り組んでいます。
　そのような中、本会で養成した生活支援サポーターから百歳体操やサロン、コミュニティカフェ等集い
の場での介護予防活動の新たな展開のひとつとして、『スクエアステップ』を取り入れたいとの要望が多
くあったため、『スクエアステップリーダー養成講座』を開催しました。
　※スクエアステップとは科学的根拠に基づくエクササイズで歩行と手拍子等を組み合わせた運動です。

【内容】
　開講式
　講話：『スクエアステップについて』
　講師：国立大学法人鹿屋体育大学スポーツ生命科学系　
　　　　　　　　　　　　　　　　中垣内　真樹　教授

　講座の参加者は、フォローアップ研修会等で既にスクエア
ステップを体験していますが、今回は「リーダー」という視
点から、安全に楽しく実践するための注意点などを、中垣内
教授より重点的に指導していただきました。

スクエアステップリーダー養成講座を開催しました

令和４年６月８日　 １４時００分～１５時３０分
日向市総合福祉センター２F集会室

【内容】
　第１回講座の振り返り
　スクエアステップ実技指導

　第２回目の講座では、実際に集いの場において自分がリ
ーダーとしてどのように進行するのか、マニュアルを見な
がら行うことに挑戦しました。自分たちでステップを選び、
説明できるように、皆さん熱心に取り組んでいました。

　本講座は財光寺圏域と日知屋圏域の生活支
援サポーターを対象に実施しました。異なる
圏域のサポーター同士の新しいつながりも生
まれ、日向市全体の介護予防活動のさらなる
活性化のきっかけになったと感じます。
　他圏域でリーダー養成講座も随時開催予定
です。

令和４年６月１５日　１４時００分～１５時３０分　
日向市商工会議所１F多目的ホール

【内容】
　スクエアステップ実技指導
　閉講式

　講座の最終日には、参加者同士周りのことに気を配るこ
ともできるようになり、お互いに声かけ等も行いながら、
より実践に近い内容で進めることができました。講座修了
者には『スクエアステップリーダー認定証』が授与され、
今回の養成講座では１９名のリーダーが誕生しました。

令和４年６月２２日　１４時００分～１５時３０分　
日向市商工会議所１F多目的ホール

　【問合せ先】
　　地域福祉課 地域支援係　担当：赤木
　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ ５２－２５７２

今後の活動に期待大！今後の活動に期待大！
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令和４年度社会福祉教育推進校会議 を開催しました！！
　地域では、福祉課題・生活課題が複雑多様化してきている状況に加え、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、地域のつながりが遮断されている現状があります。
　このような状況の中、「住み慣れた地域で誰もが安心して暮らす」ためには、いのちを大切にし、違いを認
め、よりよく共に生きるための“ふくしの学び”が必要になっています。
　より効果的で地域に根差した豊かな福祉教育を実践し、児童が「ふくし」を学び・感じ・気づき・考え・自
分のできることを主体的に行うことができるような福祉教育を推進することを目的に、市内学校の福祉教育担
当教諭と本会職員の情報交換・協議の場を設けました。

　塩見小学校では、各学年ごとに「総合的な学習」における学習目標を設定し、効果的な学習を行っています。
中でも、５年生では、SDGｓをテーマにフードドライブ活動や日向市・塩見地区のためにできることを考える
学習を導入して、学びを進めています。
　本会でも、塩見小学校と協同し、６年生の「総合的な学習」の時間で「地域を基盤とした福祉教育プログラ
ム」を実施しており、共生社会を担う人材育成を教育分野から推進しています。

　塩見小学校では左記のように目標を設定して活動を行っているよう
です。１年生から積み上げた「総合的な学習」の学びを活かす場とし
て、６年生で「地域を基盤とした福祉教育プログラム」を活用してい
ただいています。各学年で、地域と共に学ぶ機会があり、地域の協力
があるからこそ、児童の有意義な学びにつながっています。

〇 本会事業説明　「学習支援事業の取り組みについて」　　日向市社会福祉協議会　生活福祉課　五十川裕真 
　　 本会が実施する「子どもの学習・生活支援事業」についての説明を行いました。本事業は単なる“学力”
　支援ではなく、児童の暮らしに関わっていく支援であることから、学校と地域の連携のもと事業を推進して
　いることを説明しました。

〇 実践報告　
　「地域を基盤とした福祉教育の推進について」　　　　 　日向市社会福祉協議会　地域福祉課　加藤正憲

　「福祉との連動を図る総合的な学習の時間の実践  ～５年生の授業支援から～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塩見小学校　橋本憲二　教諭

◆ 基調説明

■ 塩見小学校「総合的な学習」プログラム

　市内６つの中学校区ごとにグループを分け、上記をテーマに学校や地域の特性を活かした福祉教育につ
いての検討や福祉教育担当教諭と本会職員での意見交換を行いました。

◆ グループワーク　テーマ：「私が実施してみたい福祉教育」

〔問合せ先〕　地域福祉課　地域支援係　担当：加藤　☎52-2572　
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■事業の目的 
　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で、暮
らし続けることができる地域共生社会の実現を目指すために、医療、介護及び
生活支援を行うサービスが、有機的に連携したネットワークを形成し、認知症
の人やその家族等に対し、効果的な支援を推進する事業になります。

■事業内容（令和４年4月～７月までの事業経過一部報告）
　認知症施策推進大綱を参考に、本市の事業計画を組み立てています。その中
のひとつに認知症を正しく理解するための「認知症サポーター養成講座」があ
り、宮崎県立日向高等学校、宮崎県立日向工業高等学校の生徒、総勢２６０名
に対し講座を実施しました。受講前後の意識の変化も確認されています。また、
本講座は企業に対しても実施しており、今年度はワタミの宅食従業員を対象に
実施しました。
（令和４年８月１日時点で延べ9,173名のサポーター登録となっています）

■事業のこれから 
　 これまでの認知症事業実践の中で、認知症当事者の発信支援が十分できていなかったことから、当事者本人
を主体とするミーティングについて計画しています。また認知症を正しく理解したサポーターを活かす地域実
践活動として、サポーターの組織化（※チームオレンジ）に向けても、ステップアップ講座を計画するなど、
準備を進めています。
 ※チームオレンジとは…認知症施策推進大綱では、令和７年までに全市町村でのチームオレンジ（サポーター
として一歩前進させた活動を行う者）の整備が掲げられており、第８期日向市高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画でも設置目標として掲げられています。

≪上記の事業以外にも、専門機関・専門職、団体等による当事者、家族支援活動を行っています≫

　本会では、８月１日（月）～２５日（木）の期間中、大王谷児童クラブ・日知屋児童クラブのサポートを行う
学生ボランティアを募集しました。
　本事業は学生のボランティア活動の場を提供すると同時に、ボランティアの参加を通して、立場の異なる人
（児童、先生、自分以外のボランティア等）との関わり方や福祉についての興味・関心を持つきっかけとするこ
とを目的に実施しました。
　市内在住の高校生、九州保健福祉大学の学生を対象に募集を行い、合計３５名の学生が参加し、児童クラブ活
動のサポートを行ってくれました。

　【参加した学生の感想】
〇 私も小さいときに様々な人たちに支えられてもらっていたのだと再認識することができました。
〇 子どもが好きな自分に気づくことができました。これからもボランティアを通じて、知らない自分を見つ
　 けていきたい。
〇 コロナ禍で人と深くかかわる機会がなかなかなかったので、良い経験になりました。
〇 子どもたちの“ありがとう”という言葉と笑顔にたくさん元気をもらい、子どものように素直にお礼の言
　 える人でありたいと思いました。

地域で支える仕組み

日向市認知症地域支援体制構築等推進事業

日向市ボランティア・市民活動センター　ボランティア体験事業
夏休み児童サポートボランティアを実施しました！！

〔問合せ先〕　地域福祉課　地域支援係　担当：𠮷野　☎５２－２５７２

〔問合せ先〕　日向市ボランティア・市民活動センター　担当：加藤　☎５２－２５77

第1回認知症地域支援体制推進会議

日向高等学校でのサポーター講座の様子

第1回認知症地域支援体制推進会議

遊びのサポート 学びのサポート 活動の振り返り・参加者の学びへ遊びのサポート 学びのサポート 活動の振り返り・参加者の学びへ

日向高等学校でのサポーター講座の様子
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指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。管 ととししてて日向市からら管 をを受託ししてて、、事 営を行っってていいますをて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営 す指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443 ：66-1177日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

１０月１日（土）
『つくってみよう！』（小学生対象） 『もくもくオモチャ広場』（小学生・幼児親子対象）

９月1６日（金）・１７日（土）

１０月２９日（土）
『あそび横丁』（小学生・幼児親子対象）

９月24日（土）
『楽しいお茶会』（小学生対象）

時　　間：１４：００～１６：００
定　　員：３０名

時　　間：
１６日　１４：００～１６：３０
１７日　１０：００～１２：００
　〃　 　１３：３０～１６：００

時　　間：１４：００～１５：００
定　　員：２０名

☆ペットボトルのキャップや割り箸で金魚すくいセット
　を作るよ！出来上がったら、何匹釣れるか友だちと対
戦できるね♪

時　　間：１４：００～１５：３０
定　　員：小学生３０名　幼児親子１０組

☆あそび横丁へいらっしゃい！
　紙芝居やいろんなゲームを楽しもう♬

１１月1２日（土）
『赤い羽根共同募金 街頭募金活動』(小学生対象)

時　　間：９：３０～1２：００
場　　所：イオン日向店
定　　員：２０名

☆君の優しさが、たくさんの人を笑顔にするよ。
　愛と優しさで、たくさんの笑顔の花を咲かせよう。

　標記イベントへの参加については、必ず事前にお
問合せください。定員になり次第、締め切ります。
　行事は全て無料となっておりますが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の状況により、中止または人数制
限を設ける可能性があります。その場合は、申し込
みをされた方に直接ご連絡を差し上げます。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

※集合、解散は日知屋児童センターです。公用車で
送迎します。

☆児童館の遊戯室がオモチャ広場になるよ♪真志喜さん
手作りの木の温もりを感じるオモチャが大集合！

☆日本古来の伝統文化「お茶」。
　心穏やかにして行儀よく作法を
　楽しく学びましょう。

１０月1３日（木）
『親子でリズム遊び♪』（幼児親子対象）

時　　間：１０：３０～１１：３０
定　　員：親子１２組

☆いろいろな歌や音楽に合わせて
　リズミカルに！楽しく！
　体を動かしてみましょう♬

１０月１５日（土）
『陶芸家集まれー！！』（小学生対象）

時　　間：１４：００～１５：３０
定　　員：３０名

☆小さな陶芸家気分で自分の好き
な形のお皿を作ってみよう。

１０月２９日（土）
『エンジョイ！スポーツ！』（小学生対象）

時　　間：１４：００～１５：３０
定　　員：３０名

☆集団ゲームやスポーツリズム、なわ運動など体育遊
びを楽しもう！

１１月２日（水）
『ふれあい教室』（幼児親子対象）

時　　間：１０：３０～１１：３０
定　　員：親子１２組

☆親子でスキンシップ！
　より健やかによりしあわせに！
　親子でいっぱい触れ合いましょう♪

　※小学生・幼児親子一緒に遊べます。
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令和４年７月分

令和４年７月分

令和４年６月分

〈香典返し〉敬称略

香典返し・一般寄付ありがとうございました。

喪　主（または寄付者） 故　　人 地 区
峰 村 嘉 和
日 髙 公 大
山 口 シゲ子
金 丸 栄 子
海 野 津代子
奈 須 フクエ
川 野 慶 子
成 合 　 敏
石 川 敦 也
柏 田 隆 政
谷 口 美智代
中 瀬 　 喬

峰 村 晃 実
日 髙 靖 子
山 口 善 加
金 丸 　 孝
海 野 吉 郎
奈 須 満 造
川 野 文 夫
成 合 桂 子
石 川 恭 子
柏 田 キヌ子
谷 口 辰 也
中 村 キヨ子

松 原
坪 谷
南 町
曽 根
小 野 田
下 原 町
飯 谷
向 江 町
南 町
永 江
比 良
日 向 台

Eメールアドレス　hyuga207@eagle.ocn.ne.jp

〈香典返し〉敬称略
喪　主（または寄付者） 故　　人 地 区
井 伊 正 信
安 岡 　 忠
木 下 敦 司
上 村 みどり
黒 木 和 子
黒 木 カズ子
黒 木 高 幸
弓 場 島 治
井 上 モアイ
小 池 祐 子
御手洗 昭 司
矢 野 大 悟
小 田 弘 幸
和 田 史 寿
黒 木 伊都子
富 山 良 子

井 伊 史 彦
安 岡 ミエ子
木 下 利代子
小 原 尚 子
黒 木 正 弘
黒 木 　 東
黒 木 ミルエ
弓 場 カメ子
井 上 忠 一
小 池 公 徳
御手洗 里 美
矢 野 美津子
小 田 ハヤ子
和 田 道 子
黒 木 崇 弘
富 山 郷 一

坪 谷
比 良
別 府
山 下
寺 追
幸 脇
庄 手
坪 谷
切島山１
高 砂
高 砂
比 良
往 還
梶 木
松 原
高 砂

令和４年６月分

成合　英二
松葉　豊明
富山　良子

安岡　　忠

向江町
亀崎中
高　砂

比　良 紙おむつ・尿取りパッド
おしりふき
紙おむつ
紙おむつ
紙おむつ

氏　　名 地　区 物　品
〈物品寄贈寄付者〉敬称略　　　　　

令和４年６月分

金丸　栄子
佐藤チヨミ

曽　根
西草場 衣　類

尿取りパッド
氏　　名 地　区 物　品

〈物品寄贈寄付者〉敬称略　　　　　

児玉　ゆき子 金一封
氏　　名   金額（円）

〈一般寄付金〉敬称略　　

令和４年７月分

岩倉　浩俊
日向プロバスクラブ
国際ソロプチミスト日向

730円
6,671円
20,000円

氏　　名   金額（円）
〈一般寄付金〉敬称略　　

～職員紹介～～職員紹介～～職員紹介～
令和４年７月・８月に新たに入職した職員を紹介します。

新たに５名の新入職員を迎えました。
社協職員一丸となって地域福祉の推進に努めてまいります。
今後とも、よろしくお願いいたします！

よしの　　　　　まこと

地域福祉課　地域支援係
事務職員

𠮷野　真琴

にいな　　　　しゅうこ

総務課　財務係
事務職員

新名　周子

くぼた　　　　　　はやき

総務課　総務係
事務職員

久保田　駿亨

くろぎ　　　　　ゆき

総務課　日向市老人福祉センター
事務職員

黒木　有紀

おがわ　　　　ふくみ

総務課　富高児童クラブ
放課後児童支援員

小川　福美


